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予算決算委員会資料

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日

観 光 振 興 課

観光マーケティング推進事業について

１ 事業目的

効果的な観光誘客と認知度向上を図るため、人流・消費の客観的データを

調査・分析して観光客の動態やニーズを把握するとともに、ＳＮＳを活用し

た戦略的な情報発信を行う。

２ 事業内容

(1) 人流データ調査分析業務 5,610千円

本市へ訪れる観光客を対象とし、スマートフォン等の位置情報による人

流分析データを調査・分析することにより、観光客の動態を把握する。

(2) ＳＮＳ等情報発信強化業務 10,200千円

ア ＳＮＳ情報発信強化 7,800千円

旅行者の属性に適した動画等を制作し、ＳＮＳで情報発信するほか

TikTok向けのショート動画の拡散を図るなど、ターゲットを明確にした

効果的なプロモーションや周遊促進策を展開する。

イ 総合ディレクションの活用 2,400千円

外部専門家による、ＳＮＳの閲覧数や宿泊統計などの分析、施策の効

果測定、トレンド情報の提供、観光誘客全体の進行管理や職員への技術

的支援を行う。

(3) 観光消費額調査業務 2,977千円

本市を訪れる観光客の消費動向等を詳細に把握・分析し、客観的データ

に基づいた効果的な観光戦略を立案するための基礎資料を得る。

３ 事業費

18,787千円（国9,393千円、一財9,394千円）

（内訳）委託料 13,177千円

使用料及び賃借料 5,610千円
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予算決算委員会資料

令 和８ 年 ３月 ５ 日

観 光 振 興 課

観光施設整備等経費について

１ 事業目的

雄和観光交流館（周辺駐車場、作業小屋含む）の適正な維持管理のため、個別

施設計画に基づく施設整備を行い、施設の有効活用を図る。

２ 事業内容

(1) 雄和観光交流館屋上防水修繕 1,540千円

ア 施設概要

・施設名称 ： 秋田市雄和観光交流館

・場 所 ： 秋田市雄和妙法字糠塚１－１

・建設年度 ： １９９６年（平成８年）

・構 造 等 ： 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上２階建て 1,395.00㎡

イ 施設状況

・対象箇所は、事務所（更衣室）上部の屋上で、経年劣化により防水シート

が剥離し雨水が浸入

・直下の事務所（更衣室）で雨漏れが発生し、内装材（天井、壁）が汚損

３ 事業費

1,540千円（市債1,500千円、一財40千円）

（内訳）修繕料 1,540千円
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予算決算委員会資料

令 和８ 年 ３月 ５ 日

観 光 振 興 課

にぎわい交流館等修繕経費について

１ 事業目的

にぎわい交流館および中通一丁目自動車駐車場の適正な維持管理のため、個別

施設計画に基づく施設整備を行い、施設の有効活用を図る。

２ 事業内容

(1) にぎわい交流館事務室系統空調設備修繕 5,954千円

ア 施設概要

・施設名称 ： 秋田市にぎわい交流館

・場 所 ： 秋田市中通一丁目４－１

・建設年度 ： ２０１２年（平成２４年）

・構 造 等 ： 鉄骨造 地上４階地下１階 5,130.01㎡

イ 施設状況

・対象設備は、事務室系統の電気式ヒートポンプエアコンで、基盤故障によ

り、事務室内の冷暖房が不可

(2) 中通一丁目自動車駐車場消火設備修繕 2,000千円

ア 施設概要

・施設名称 ： 秋田市中通一丁目自動車駐車場

・場 所 ： 秋田市中通一丁目４－１

・建設年度 ： ２０１２年（平成２４年）

・構 造 等 ： 鉄骨造 地上６階 17,732.68㎡

イ 施設状況

・泡消火コンプレッサーのオーバーホール（分解修理）および駐車場内の泡

消火配管腐食部の修繕

３ 事業費

7,954千円（市債5,900千円、一財2,054千円）

（内訳）修繕料 7,954千円
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予算決算委員会資料

令 和８ 年 ３月 ５ 日

観 光 振 興 課

観光プロモーション事業について

１ 事業目的

本市の認知度やイメージの向上を図るため、秋田市文化創造館での竿燈公演を

はじめ、竿燈を活用した効果的な観光プロモーションを実施するほか、関係団体

と連携した観光誘客活動を展開する。

２ 事業内容

(1) 竿燈公演を核とした観光誘客 21,450千円

項 目 予算額 内 容

１ プロモーション事業 9,583千円 首都圏２回、関西圏１回

２ 東北絆まつり関連事業 7,160千円 令和8年5月23～24日盛岡市

東北６市連携プロモーション事業 負担金、連携プロモーションほか３ 4,707千円

(2) 秋田市文化創造館公演 1,100千円

クルーズ船寄港時に県内外から訪れる観光客への竿燈演技披露（５回）

(3) その他観光誘客活動諸経費 5,058千円

観光誘客活動や教育旅行誘致セールス、秋田の観光創生推進協議会負担金

３ 事業費

27,608千円（国2,000千円、一財25,608千円）

（内訳）旅費 1,908千円

需用費 88千円

役務費 25千円

委託料 1,100千円

負担金、補助金 24,487千円
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予算決算委員会資料
令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日
観 光 振 興 課

千秋公園魅力アップ推進事業について

１ 事業目的
千秋公園および周辺エリアの回遊性向上と来訪者の増加を図るため、日常的

な魅力向上に加え、歴史や文化などの地域資源を活かした体験型観光を実施す
る。

２ 事業内容
(1) 秋田犬ふれあい処修繕経費 6,777千円

旧千秋公園売店を改修し、秋田犬ふれあい処として整備する。
（内訳）建物修繕、看板設置、キャッシュレス券売機購入等

(2) 体験型観光の実施 1,659千円
ア 「茶の湯」体験

体験人数 歳入体験内容 実施日 料金

（予定） （見込） （見込）

本格的なお茶席とお点前体験 クルーズ船寄港日
人 円

場所：千秋公園内茶室「宣庵」 ほか 日12
3千円 240 720千

イ 甲冑着用体験
歳入体験内容 実施日 種類 料金 体験人数

（予定） （見込）（見込）

クルーズ 藩主佐竹義宣公のレプリカ甲冑着用体験
円 件 円

場所：佐竹史料館 船寄港日 甲冑
500 270 135千

３ 事業費
8,436千円（国822千円、諸収入855千円、市債4,300千円、一財2,459千円）
（内訳）需用費 5,140千円 役務費 8千円

委託料 891千円 備品購入費 2,397千円

【参考】秋田犬ふれあい事業スケジュール

※ふれあい処は本市が整備し、運営は秋田観光コンベンション協会が行う。
なお、令和８年度より、ふれあい処に料金制（１人100円）を導入する。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

新ふれあい処

旧ふれあい処

【新規】
雪上おさんぽ
体験事業

Ｒ８年度
区分

移転

ﾘﾆｭｰｱﾙ

ｵｰﾌﾟﾝ

旧売店修繕、券売機設置等

おさんぽ体験事業

R8

営業

終了

申込

受付

開始
R8

開始

R8

終了

冬季臨時営業

R8

開始

現ふれあい処

完全終了
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予算決算委員会資料
令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日
観 光 振 興 課

雄和ふるさと温泉大規模改修事業について

雄和ふるさと温泉は、大規模改修により施設の延命化と機能の向上を図ること

としており、令和８年度にリニューアルオープンする。

１ 施設概要

(1) 設置場所 秋田市雄和神ケ村字舟卸145番地２

(2) 設 置 年 平成７年12月

(3) 構造規模 鉄筋コンクリート造２階建て 延床面積 1,720.13㎡

２ 事業概要

(1) 事業期間 令和６年度から８年度まで

(2) 事 業 費 1,464,509千円（うち辺地対策事業債の予定額1,407,800千円）

(3) 改修内容 状態の良好な躯体を活用し、内装や外壁等をリニューアルする

ほか、経年により老朽化した各種設備を更新する。

(4) 事業計画 （単位：千円）

年度 事業費
市 債 一般財源

内 訳

Ｒ６ 25,221 25,200 21 実施設計業務委託等

Ｒ７ 858,668 829,600 29,068 工事請負費

設計・工事監理業務委託費

Ｒ８ 580,620 553,000 27,620 利用料金収入補償等

計 1,464,509 1,407,800 56,709

※ 工事請負費、業務委託は継続費設定

(5) 事業スケジュール

2 3 4 5 6 7 8 9 5 6 7 8 9 10

完了

大規模改修工事

(R7.6議会案件) 発注 仮契約 契約・工事着手 工事完了

設計監理業務委託

工事監理業務委託 発注 契約・業務開始 業務完了

指定管理施設

(指定管理者） 通常営業 　　ユアシス休館 　リニューアルオープン

Ｒ８
秋田市雄和ふるさと温泉

大規模改修事業

Ｒ６ Ｒ７

設計業務委託
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予算決算委員会資料

令 和８ 年 ３月 ５ 日

観 光 振 興 課

秋田の伝統芸能・食文化イベント開催経費について

１ 事業目的

県内外からの誘客促進と交流人口の拡大を図るため、秋田の豊かな食や文化、

芸能などを集結したイベントを開催する。

２ 事業内容

(1) イベント名

「まるっと秋田博2026」 ～まるごと体験！秋田の郷土芸能と酒と食～

(2) 主催

(3) 開催日時

令和８年５月30日（土） 10:00～20:00

31日（日） 10:00～17:00

(4) 開催内容および会場（案）

ア 秋田グルメ博覧会エリア（エリアなかいち）

イ 郷土芸能演舞エリア（秋田市文化創造館）

ウ 秋田グルメ屋台エリア（アゴラ広場）

エ 県内各市町村観光物産ＰＲエリア（大屋根下通路）

(5) 実行委員会予算 33,396千円

３ 事業費

9,000千円（一財）

（内訳） 負担金 9,000千円
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予算決算委員会資料
令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日
大 森 山 動 物 園

大森山公園整備事業について

１ 事業目的

大森山公園整備実施計画に基づき、来園者の安全確保や動物園と大森山公園の回遊

性創出のため、国の社会資本整備交付金を活用し、塩曳潟護岸整備工事を行う。

２ 事業内容

本工事は、総整備区間150mのうち79mを令和４年度から令和６年度までに整備済みで

あり、令和８年度は未着工区間35mについて整備する。

【整備予定箇所（中央赤枠 】）

３ 事業費

30,503千円（国 15,251千円、市債 13,700千円、一財 1,552千円）

（内訳） 工事請負費 30,503千円

４ 事業スケジュール

（単位：千円）

施工年度 施工延長 工事費 財源内訳

Ｒ４ Ｌ＝32ｍ 16,568 国補 8,284、市債 7,300、一財   984

Ｒ５ Ｌ＝27ｍ 20,031 国補10,015、市債 8,100、一財 1,916

Ｒ６ Ｌ＝20ｍ 18,638 国補 9,000、市債 8,100、一財 1,538

予定 Ｒ８ Ｌ＝35ｍ 30,503 国補15,251、市債13,700、一財 1,552

実績
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予算決算委員会資料
令和８年３月５日
文 化 振 興 課

文化振興ビジョン策定経費について

１ 趣旨

本市の文化振興に関する施策を推進するためのマスタープランである「秋

田市文化振興ビジョン」について、現行の第２次計画期間が令和８年度末ま

でとなっていることから、次期５年間における第３次ビジョンを策定する。

２ 基本的な考え方

・文化芸術基本法と秋田市文化振興条例に基づき、同法で規定する「地方文

化芸術推進基本計画」および同条例で規定する「文化振興基本方針」とし

て策定する。

・市政推進の基本方針である「秋田市総合計画」を踏まえるとともに、「秋

田市文化財保存活用地域計画」など、関連する計画との連携・整合を図る。

・現行ビジョンの「文化をいかした魅力あるまちづくりの推進」の視点を継

承しながら、市民が自主的な文化活動を行うことのできる環境づくりや文

化施設の有効活用の促進など、施設整備の状況等を勘案した内容とする。

３ 計画期間

令和９年４月～令和１４年３月（５年間）

４ 策定スケジュール（令和８年度）

５ 事業費

314千円（繰入金314千円）

（内訳）需用費 121千円

役務費 193千円

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

庁内検討委員会

教育産業委員会
教育委員会

文化振興審議会

文化団体等

策定作業 策定方針作成 素案作成

意
見
聴
取

素
案
説
明

素案修正（原案作成）

方
針
説
明

パブリック

コメント

原案修正

(最終案作成)

最
終
案
説
明

方
針
説
明

最
終
案
説
明

意
見
聴
取

原
案
説
明

設

置

素
案
検
討

原
案
検
討

方
針
検
討

最
終
案
検
討

意
見
聴
取

素
案
説
明

意
見
聴
取

原
案
説
明

策

定
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予算決算委員会資料

令和８年３月５日

秋田城跡歴史資料館

史跡秋田城跡景観等整備事業について

１ 事業目的

国指定史跡秋田城跡からの眺望確保や景観整備を行い、観光資源としての価値の向

上を図る。

２ 事業内容

(1) 整備内容 政庁跡南側からの鳥海山の眺望確保

四天王寺跡（鵜ノ木地区）の景観整備

史跡公園回遊路（市道高清水公園線周辺）の環境整備

(2) 整備方法 樹木の剪定・伐採および雑草木の除去

(3) その他 クラウドファンディングを活用

３ 事業費

2,758千円（一財）

（内訳）委託料 2,758千円

４ 事業スケジュール

令和８年 ７月 クラウドファンディング募集（～９月３０日）

〃 １１月 業務委託契約締結、事業着手

令和９年 ３月 業務完了

令和９年度以降 継続的な実施を予定（年度毎にテーマを設定）
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予算決算委員会資料  

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日   

民 俗 芸 能 伝 承 館 

 

民俗芸能伝承館施設整備等経費について 

 

１ 事業目的 

民俗芸能伝承館の適正な維持管理のため、個別施設計画に基づく施設整備を行

い、施設の有効活用を図る。 

 

２ 事業内容 

空調設備の能力が低下しているため、４・５階の空調設備（配管を含む）の更

新を行う。また、屋上へ設置予定の室外機が、建物に影響がないか調査をするた

め、工事実施前に構造計算を行う。 

 

３ 事業費 

  50,000 千円（市債 44,800 千円 一財 5,200 千円） 

  （内訳）役務費     200 千円 

工事請負費 49,800 千円 

 

４ 事業スケジュール 

令和８年 ５月 構造計算実施 

       ９月 工事請負契約 

      １２月 着工 
 ※１２月は４～５階のみ休館、１月は全館休館する。 

 令和９年 ２月 完成検査 
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予算決算委員会資料

令和８年３月５日

佐 竹 史 料 館

佐竹史料館企画展開催事業について

１ 趣 旨

歴史文化による市民の教育、文化の向上、観光振興に資するとともに、

歴史を生かしたまちづくり、にぎわいづくりを図るため、リニューアルオ

ープンした佐竹史料館において、佐竹氏や秋田藩を様々な角度から紹介す

る企画展を開催する。

２ 企画展の概要

(1) 名称

佐竹氏の名宝、雄大なる歴史を想う～武と雅～

(2) 会期

令和８年８月１日（土）から９月２３日（水・祝）まで（５４日間）

(3) 内容

佐竹氏の歴史的な交流を物語る書状類や藩主の甲冑をはじめ、佐竹氏

の文化を伝える豪華な調度品などを幅広く紹介する。

伊達政宗書状（佐竹義宣宛）

（千秋文庫蔵）

会津摺上原合戦之図 佐竹義重甲冑

（仙台市博物館蔵） （佐竹史料館蔵）

３ 事業費

13,387千円（観覧料8,103千円、グッズ販売収入1,200千円、一財4,084千円）

（内訳）報償費 480千円

旅費 834千円

需用費 2,356千円

役務費 484千円

委託料 9,173千円

使用料及び賃借料 60千円
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予算決算委員会資料

令和８年３月５日

大 森 山 動 物 園

大森山動物園魅力発信事業について

１ 事業目的

ラッピングバスの運行により、大森山動物園の魅力をＰＲするとともに、新たに

夏期の開園時間の延長や冬期の開園日を設定することにより、新たな誘客を図る。

２ 事業内容

(1) ラッピングバスによるＰＲ 2,466千円

秋田駅前から運行する路線バスに、大森山動物園の人気動物等をデザインした

ラッピングを施すことで、県外客やクルーズ船客等にＰＲするほか、市民等にも

幅広く動物園を再認識してもらい、潜在的入園者の掘り起こしを図る。

(2) 夏期の開園時間延長 150千円

入園者が減少する夏期の誘客を図るため、８月の「夜の動物園」に先がけ、

７月の土曜日に開園時間を２時間30分延長した「夕涼み動物園」を実施する。

・開園時間 ９時から16時30分まで→９時から19時まで

・園内遊園地も21時まで遊べるよう連携する。

(3) 冬期開園日の新設 446千円

冬期については 「雪の動物園」として１月から２月の土日祝日に開園してい、

、 （ ） 「 」 。るが 12月の日曜日 ４日間 を クリスマス動物園 として試験的に開園する

３ 事業費

3,062千円（入園料3,062千円）

（内訳）報酬 112千円 需用費 495千円

役務費 2,255千円 使用料及び賃借料 200千円
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予算決算委員会資料
令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日
大 森 山 動 物 園

動物園施設等整備事業について

１ 事業目的

来園者の安全を確保するとともに、飼育動物の健康や飼育環境の維持・向上

を図るため、老朽化や劣化が進んだ施設・設備を修繕する。

２ 事業内容

(1) 受水槽塩素発生装置電極交換修繕 5,830千円

動物園や公園などに水道水を供給している受水槽の塩素発生装置に劣化が

見られることから、水道水の安全を確保するため修繕する。

(2) 大型動物舎プレート式熱交換器交換修繕 1,770千円

寒さに弱いゾウやキリン等の寝室に使用している床暖房設備に漏水等の不

具合が生じており、故障時には動物の生命に危険が生じるため修繕する。

(3) 管理棟ガスバルクタンク交換修繕 1,400千円

管理棟（ミルヴェ館）の空調設備のためのガスバルクタンクが、令和８年

度に法令による設置期限になることで空調設備等が利用できなくなるため更

新する。

(4) ヤマアラシ舎修繕 5,500千円

サビや腐食による劣化が見られるヤマアラシ舎（Ｓ４８年設置）を修繕する。

３ 事業費

14,500千円（入園料14,500千円）

（内訳）修繕料 14,500千円

４ 事業スケジュール

修繕内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

 受水槽塩素発生装置電極交換修繕

 大型動物舎プレート式熱交換器交換修繕

 管理棟ガスバルクタンク交換修繕

 ヤマアラシ舎修繕

入札～契約 準備期間 作業完了

準備期間 作業完了

準備期間 作業完了

準備期間 作業完了

入札～契約

入札～契約

入札～契約
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(1) 受水槽塩素発生装置 (2) 大型動物舎プレート式熱交換器

(3) 管理棟ガスバルクタンク (4) ヤマアラシ舎
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予算決算委員会資料

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日

観 光 振 興 課

秋田市観光振興協働交付金について

１ 補正理由

当該事業は、国の「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を活用して、年度当初

から遅滞なく実施する必要がある事業であるが、国の予算の年度内成立が不透明な状

況であり、年度当初の交付が見通せないこと、また、昨年末に国が補正予算で同交付

金を増額し、今年度中に交付する見込みであることから、補正予算で対応しようとす

るものである。

２ 事業内容

クルーズ船寄港時に中心市街地でおもてなしイベント等を実施令和８年４月から、

公益財団法人秋田観光コンベンション協会に対し、交付金を交付する。する

３ 事業費

19,721千円 (国 9,860千円、一財 9,861千円）

（内訳） 交付金 19,721千円

※繰越明許費設定

４ 事業スケジュール（予定）

令和８年３月 交付決定

〃 ４月 事業着手

※初回のクルーズ船寄港日は４月19日（日）の予定
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予算決算委員会資料

令 和 ８ 年 ３ 月 ５ 日

観 光 振 興 課

秋田港大型クルーズ船誘致等事業について

１ 補正理由

当該事業は、国の「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を活用して、年度当初

から遅滞なく実施する必要がある事業であるが、国の予算の年度内成立が不透明な状

況であり、年度当初の交付が見通せないこと、また、昨年末に国が補正予算で同交付

金を増額し、今年度中に交付する見込みであることから、補正予算で対応しようとす

るものである。

２ 事業内容

令和８年４月から、クルーズ船寄港時の歓迎行事や観光案内、シャトルバスの運行

等を行う。

３ 事業費

47,854千円 (国 8,369千円、諸 31,113千円、一財 8,372千円）

（内訳）委託料 47,854千円

※繰越明許費設定

４ 事業スケジュール（予定）

令和８年３月 交付決定

〃 ４月 事業着手

※初回のクルーズ船寄港日は４月19日（日）の予定
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